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中
国
の
伝
統
音
楽
で
日
本
で

も
人
気
の
弦
楽
器
「
胡
弓
」
を

演
奏
す
る
賈
鵬
芳
（
ジ
ャ
ー
・

パ
ン
フ
ァ
ン
）
さ
ん
の
「
胡
弓

演
奏
会
」
が　

月　

日
、
町
文

11

19

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
２
部
構
成
で
「
柳

島
之
風
」や「
花
」「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
テ
ー
マ
」
な
ど
全　

曲
を

12

披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
渡

辺
朋
子
さ
ん
が
伴
奏
。
２
人
の

優
雅
で
安
ら
ぎ
を
与
え
る
音
色

が
来
場
者
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

桜
が
咲
き
乱
れ
る
美
し
い
公
園

を
守
ろ
う
と　

月　

日
、
町
商
工

11

23

会
員
８
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

塔
の
峰
公
園
内
の
環
境
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
同

公
園
も
年
々
桜
が
老
木
化
し
、
枯

れ
木
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
町
商
工
会
員
が
環
境
整

備
を
企
画
。
高
さ
３
㍍
程
度
の
桜

の
苗
木　

本
を
植
え
た
り
、
周
辺

10

の
草
刈
り
な
ど
２
時
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
互
い
の
親
睦
を
図
ろ

う
と
開
か
れ
て
い
る
「
お
し
ど
り
学
園
」
の

閉
講
式
が　

月　

日
、
町
公
民
館
で
行
わ
れ

12

10

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
講
座
に
参
加
し
た　

人
の
受
講

89

生
に
終
了
証
と
休
ま
ず
全
講
座
に
出
席
し
た

　

人
に
皆
勤
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

13
　

式
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
学
園
生
た
ち

は
楽
し
か
っ
た
４
月
か
ら
の
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
学
園
は
、
町
内
の
お
お
む
ね　

歳
以
上

60

の
人
を
対
象
に
毎
月
１
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
に
終
了
証

89
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と

　

月
４
日
、
黒
坂
地
区
自
主
防
災
委
員
会
（
福
田

12和
也
会
長
）
が
、
地
図
上
で
災
害
時
の
対
応
を
考

え
る
「
簡
易
型
災
害
図
上
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
関
係
者
ら
約　

人
は
、
数
人
の
班

30

に
分
か
れ
消
火
栓
や
高
齢
者
宅
、
防
火
水
槽
、

避
難
所
な
ど
防
災
に
関
係
す
る
も
の
を
住
宅
地

図
の
上
に
印
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
出
来
上
が
っ
た
防
災
地
図
を
囲

み
な
が
ら
、
地
域
の
現
状
を
再
確
認
し
た
り
、

課
題
や
目
標
を
考
え
る
な
ど
防
災
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

中国悠久の音色にうっとり
 

胡  
弓 
演
奏
会

こ 
き
ゅ
う

桜
の
名
所  
塔
の
峰
公
園
を
守
る

地
図
上
で
災
害
時
を
考
え
る

黒
坂
地
区
自
主
防
災
委
員
会

きれいな花を咲かせてと願いを込めて植えていく

胡弓とピアノの演奏がやさしい音色を生む

学園生に終了証が手渡される

地図に書き込みながら地域の災害対策を考える
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月　

日
、
神
郷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

10

31

（
岡
山
県
）
で
日
野
町
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会

（
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
主
催
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
秋
空
の
下
で
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
を
連
発
。
心
地
よ
い
汗
を
流

し
な
が
ら
、
互
い
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
＝
加
藤
敏
孝
さ
ん
、
２
位
＝
森
田
勝

彦
さ
ん
、
３
位
＝
梅
林
知
博
さ
ん
、
４
位

＝
渡
辺
不
二
夫
さ
ん
、
５
位
＝
富
田
弘
文

さ
ん
、
６
位
＝
柴
原
保
明
さ
ん

写真＝富田会長（右）、優勝した加藤さん（左）

秋空の下ナイスショット
町秋季ゴルフ大会

相
手
の
立
場
を
考
え
て　

差
別
の
な
い
、
明
る
い
ま
ち
を
目
指
そ
う

と
人
権
週
間
の
期
間
中
（　

月
３
日
か
ら
９

12

日
ま
で
）　

月
６
日
、
人
権
擁
護
委
員
が
町

12

内
事
業
所
を
訪
問
し
、
人
権
尊
重
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
安
達
嘉
夫

さ
ん
（
根
雨
）、
山
田
厚
弘
さ
ん
（
津
地
）、

鳥
居
良
光
さ
ん
（
黒
坂
）
３
人
が
、
町
内
事

業
所　

か
所
を
訪
問
。
啓
発
の
チ
ラ
シ
な
ど

19

を
手
渡
し
な
が
ら
、
人
権
尊
重
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

人
権
相
談
（
毎
月
１
回
）
や
広
報
活
動
な
ど

人
権
尊
重
の
啓
発
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
事
業
所
訪
問

町内事業所を訪問し、人権尊重を呼びかける人権擁護委員

　

暮
ら
し
に
生
か
す
人
権
・
同
和
教
育

の
実
践
を
テ
ー
マ
に　

月　

日
、
第　

11

25

29

回
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
を
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
役
場
、
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
「
共
に
生
き
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
愛
媛
県

四
国
中
央
市 
暁
雨 
館
長
の
江
口
久
さ
ん

ぎ
ょ
う
う

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
会

場
に
分
か
れ
、
身
の
回
り
の
差
別
を
点

検
し
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

命の大切さについて話す江口久さん

町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

命
の
大
切
さ
話
し
合
う

ふるさとの将来を熱心に語る

ふるさとの活性化について意見を出し合う

　

日
野
町
出
身
者
な
ど
関
西
地
区
在
住
者
で
構

成
す
る「
ひ
の
郷
会
」（
岩
本
次
郎
代
表
世
話
人
）

の
会
員　

人
が
、　

月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

22

11

27

28

日
野
町
を
訪
れ「
ふ
る
さ
と
交
流
会
」が
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ひ
の
（
下
榎
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
日
野
町
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
日
野

町
支
所
職
員
、
商
工
関
係
者
、
地
域
の
団
体
、

町
職
員
な
ど　

人
が
出
席
し
、
ま
ち
の
活
性
化

19

に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ひ
の
郷
会
は
、
日
野
町
と
関
西
地
区
に
住
む

町
出
身
者
な
ど
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
平
成
４
年

に
発
足
。
大
阪
府
、
兵
庫
県
を
中
心
に　

人
の

90

会
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
情
報
提
供
、

懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ひ
の
郷
会
ふ
る
さ
と
交
流
会


